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サハリンの活断層
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これまでほとんどわかっていなかったサハリンの活断層について，その分布を明らかにした。サハリンにおけ
る主な活断層は，( 1 )サハリン南部・ユジノサハリンスク低地帯西縁に位置する延長1 1 0 k mの逆断層と，( 2 )サハリ
ン中部・ポロナイスク低地帯西縁の延長1 5 0 k mの逆断層と，( 3 )サハリン北部・ネフチェゴルスク周辺の右横ずれ
断層から構成される。(1)と(2)については海を隔てて連続している可能性もあり，スリップレートはA級に達する。

サハリンの活断層調査は，1 9 9 5年の文部省科学研究費突発災害「平成７年度サハリン北部地震とその被害の
調査研究」（代表：笠原 稔）,およびそれに続く 1 9 9 7～9 8年度文部省科学研究費国際学術研究「極東ロシアにおけ
るテクトニクスと活断層に関する総合調査」（代表：木村 学)によって日露共同研究として本格的に始まった。こ
こでは，後者の科研費による1998年夏までの成果のうち，主に活断層の分布について報告する。

サハリンの活断層が注目されたのは，1 9 9 5年5月に発生したサハリン北部（ネフチェゴルスク）地震がきっか
けである。その際，総延長3 5 k mにわたって地表地震断層が現れた（嶋本ほか, 1 9 9 6 )。断層に沿う変位は右横ずれ
を主体とし，その量は平均で3 . 8 m，最大で8 . 1 mに達した。地震断層に隣接した油田開発の中心都市ネフチェゴル
スクでは，住民３千人のうち２千人がビルの下敷きになって亡くなった。

なぜサハリン北部でこのような大規模な右横ずれ変位が起きたのか，また，最大8 . 1 mもの変位が3 5 k m程度の
延長距離を持つ（さほど長くない）地震断層になぜ生じたのか，などは未解決な問題である。日本列島との関係
で言えば，このような極東地域の地殻変動は，日本海東縁におけるプレート運動や地震発生との関連で重要であ
り，この地域のテクトニクスを理解する上でも，また，極東地域の地震防災という観点からもサハリンの活断層
の意義は大きい。

このような意義について，ロシア科学アカデミー海洋物理・海洋地質学研究所および極東地質センターの理
解が得られ，その結果，サハリン全土に関する実体視可能な衛星写真および，一部地域の２万分の１ないし４万
分の１程度の縮尺の空中写真の閲覧・判読，および結果の公表が許可された。これまでに，サハリン主要な地質
構造とされるT y m - P o r o n a y s k断層（Fournier et al.,1994)に沿うサハリン中軸部，および1 9 9 5年の地震断層の周辺

（南北延長部）の判読を終えた。なお，サハリンにおいては，大縮尺の地形図は今なお厳重な管理下におかれてい
るため，研究目的であっても外国人研究者の使用は困難であり，その部分はロシア側研究者に検討を委ねること
になった。

1998年度の調査までで判明した事実は以下のようにまとめられる。
( 1 )南部のユジノサハリンスク低地帯西縁に沿って南北方向に1 1 0 k m，中部のポロナイスク低地帯西縁に沿っ

て南北方向に1 5 0 k mの延長をもつ活断層が，それぞれ確実に存在する。ポロナイスク低地帯西縁断層の北端は
N50°10′付近である。

( 2 ) T y m - P o r o n a y s k断層にほぼ沿っているが，トレースは一致せず，最大1 0 k m程度これよりも東側に張り出し
ている場所がある。

( 3 )変位地形には隆起側（上盤側）における逆傾斜や，断層トレースに沿う撓曲，バルジ状変形などが認めら
れ，比較的低角の逆断層（西側傾斜）が推定される。横ずれ変位は見出されない。

( 4 )南部（ユジノサハリンスク周辺）と中部（ポロナイスク周辺）の断層において，いずれも上述の特徴を共
有しており，両地域間においてそれぞれのトレースが共に海域へも延長していることから，両方のトレースが海
域にも延長している可能性が高く，海域において接続している可能性もある。海域についての検討が必要である。

( 5 )ネフチェゴルスクの地震断層は，それより南方へはN 5 2°3 0′までは連続するが，さらに南方では変位地
形は確認されない。ポロナイスク低地帯西縁断層の北縁( N 5 0°1 0′）からN 5 2°3 0′までの間は活断層が見出さ
れない。

今後は以下のような点を調査する必要がある。



( 1 )テクトニクスを議論するためにもスリップレートを決める必要があり，そのために地形面の形成年代を明
らかにする。

( 2 ) T y m－P o r o n a y s k断層系の活断層については，スリップレートの分布を検討し，セグメンテーションを検
討する。

( 3 )地震規模や将来の地震発生可能性や地震規模を推定するために，活動履歴および地震時変位量を明らかに
する。

(4)ネフチェゴルスク周辺の断層系の北方への延長（オハ付近の分布状況）を検討する。


